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   A 90-year-old woman was admitted with a chief complaint of difficulty in urination. She had 
severe labial adhesions with a pin point opening. Urinary tract infection was detected by urine 
examination. The adhesions were surgically dissected under local anesthesia and  recurretice was not 
seen at follow-up 6 months after the operation. Labial adhesions in adult women are rare and only 28 
cases of labial adhesions in adults have been reported in the Japanese literature. Labial adhesions in 
adults may be more closely related with chronic inflammation such as recurrent urinary tract infections 
and vulvovaginitis than in pediatric cases. 
                                           (ActaUrol. Jpn.  44: 129-132, 1998) 























3年前 より癒着が全体 にお よんだとの ことであ る.
初 診 時現 症:身 長154cm,体 重44.Okg.体温
36.5℃,血圧120/70,脈は72/分で整.外 陰部 は正 中
に縫線状癩痕 を認め,ほ ぼ全体が癒着 してお り,そ の
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ほぼ中央 に直径約2mmの 小孔 を認めた(Fig.1)。
以上 の所見 より陰唇癒 着症 と診断 した.高 齢で創処
置のための通院は困難であ り,同 日入院 し,切 開術 を
施行 した.
入院時検査所 見:生 化学検査 にて肝腎機能等異常 を
認めず,末 梢血検査 にて も明 らかな異常 は認めなかっ
た.CRPは0.12mg/dlと炎症 反応 は認 めず 腫瘍
マー カー と してSCCO.5ng/ml,シフ ラ21-ll.8
ng/ml,IAP437mmg/mL
胸部 レン トゲ ン.心 電 図 にそ 萌 らか な異常 を認め
ず
手術所見:陰 唇はかな り強 固に癒 着 してお り,強 い
慢性炎症が あることが示唆 された.用 手的剥離は困難
であ り,局 所麻酔下 に小孔 より鋭的に癒着部に切 開を
加 えた.大 小陰唇の区別 は明 らかでな く,癒 着部 を可
及的 に切開 し,内 側 の粘膜 を外翻するように縫合 しゲ
ンタマ イシン軟膏 を創面 に塗布 し手術 を終了 した.外
尿 道 口にはカル ンクルを認 め るが,膣 粘膜 は正常 で
あった.術 直後 に12Frチ ーマ ンカテーテル にて導
尿,明 らかな抵抗はなか った.
検尿 にて尿混 濁(2+),尿 比重1.014,pH6.0,尿
蛋白(+),尿 糖(一),ビ リル ビン(一),ウ ロビリ
ノーゲン(±),尿 潜血(2+),沈 渣 にてRBC6-一・8/
毎視野,WBC多 数/毎視野であった.尿 培養で はE.
colilO7/ml.
病理所 見:手 術 の際に癒 着部 の組 織 を一部採取 し
た.顕 微鏡的 には細胞成分に乏 しく,ほ とん どが肥厚





経過:術 後 の経過は良好で7日 目に抜糸で きた.入
院中は帯下が溜 ま りやす く,老 人性膣炎の診断にて膣
洗 浄 を繰 り返 した.ま た,NFX(Ciproxan⑪)1日
600mgの投 与に よ り,尿 路感染 も改善 し,11月8日
退院.現 在術後6カ 月であるが再癒着は認 めず,尿 路
感染 もない.
考 察
陰唇癒 着症 は低estrogen状態が 誘因 とな り,脆 弱
となった外陰部に炎症や感染;外 傷 な どが加わ り後天
的に発生する と考 えられている.こ れに対 して陰唇癒
合症 はandrogen過剰状態が誘因 とな るもので,副 腎
性器症候群や半 陰陽 などが原 因 となってい るので区別
しなければな らないD
陰唇癒着症 は小児 に しば しば発生 し,Oster2)らは
学校検診 を行 った14歳以 下の1--2%に 認 め られる と
報告 して いる.本 邦 では 目崎 らDお よび岩崎3)が外来
受診患者 の2.5%に認め たと報告 している.し か し,
成人例 での報告 は少な く,わ れわれが調べ えたか ぎ り
で は本邦 では28例の報告があ るのみであった.
自験例 お よび本邦 成人報 告例 をTable1に示 す
年齢は20--90歳(平均64.5歳)とすべ ての年齢 に認め
られた.50歳未満は5例 と性的活動期 には少 ない傾向
にあったが,20～30歳代 も3例 あ った ことは興味 深
い.ま た,自 験 例は最高齢であった.
主訴 は小児例が無症状で発見 される ことも多い1'4)
のに対 して,成 人例で は全例 において排尿困難や尿閉
などの尿路症状であった.
癒着 の状態は全例 とも鋭的な切 開が必要 な強固な も
のであった.従 って,治 療法 も尿道 ブジーが1例 で施
行 されている以外,す べて外科 的治療(陰 唇切開術)
が施行 されていた.一 方,小 児例 では簿い被膜性 の癒
着が 多 く,estrogen軟膏 の局所 塗布 に よ り好 成績 が
えられて いる1'5)たとえ外科 的治療 を要 して も,ゾ
ンデにてはね上げるのみで治療 で きることが多い と言
われるDこ れ らの ことか らも成人例 と小児 例の成因
が異なるのではないかと推測 される.
本邦報告例では治療時 に尿路感染 や外陰炎 を合併 し
ていた ものは50%(記載 のあった14例中7例) ,さ ら
に繰 り返す膀胱 炎や膣外陰炎の既往が ある もの を含め
ると73.7%(記載のあった19例中14例)と高率であ っ
た.残 りの数例 も糖尿病や股関節手術 の既往が記載 さ
れてお り炎症 を起 こしやすい素因があるこ とが うかが
われた.Choungら6)も癒 着 と炎症 の関係 を強調 して
お り,繰 り返す尿路感染が癒着の成因に深 く関与 して
いる と考 えられた症例 を報告 している.ま た,ヘ ルペ
ス感染 よる炎症が原 因 となったとする報告 もな されて
いる7)わ れわれが経験 した症例 にお いて も尿路感染
症 を認 め,帯 下が溜 まりやす いなど,慢 性的な炎症 が
Tablel.LabialadhesionsreportedintheJapaneseliterature































































































































中 央 に小 孔
中 央 に小 孔
中 英 に小 孔
中 央 にpinhole









肛 門側 に小 孔
陰核 直 下 にpinhole
中央 にpinhole
pinhole
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あ った ことが予 測で きる.病 理所見か らは炎症細胞 が
十分に認め られなか ったが,結 合組織 の肥厚が著明で
あ り,長 期の慢性炎症の一所見 とも考 え られ る.こ れ
らのこ とよ り,成 人例において は小 児例 に比べ,陰 唇
癒 着の成因 に低estrogen状態 よ りも炎症 が よ り深 く
関与 しているのではないか と推測で きる.
再発 防止 にestrogen軟膏 の塗布や 内服 をすすめ る
報告者 もいるがt・8),成人例 では小児例 と異な り確 立
された方法 とはいえないと考え られ る.陰 部 を清潔に
保つ様 に指導す るこ とで もかな り効果があるのではな
いかと思われる.
高齢者 の増加に伴 い,陰 唇癒着症の報告 も近年増加
傾向にある.陰 唇癒着症が高齢女性 の排尿困難の一 因
とな り,充 分な問診や簡単 な診察で容易 に診断で きる
ことを知 ってお くべ きであろう.
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